
 

 

2027年度（2026年度実施）神戸大学大学院国際協力研究科 

入試の実施方法等の変更について 
 

国際協力研究科の2027年度入試（2026年度実施）について，次のとおり変更します。 

 

１．前期課程 日本語コース（第Ⅰ期・第Ⅱ期） 

 

●入試実施方法の変更 

「外国語」試験を廃止し，基準点以上のスコアを有することを証明する英語スコア

シートの提出を必須とします。 

専門科目から「公衆衛生学」を削除します。 

 

【変更後】    

（１）第Ⅰ期 

入学者の選抜は，学力試験及び提出された書類を総合して行う。 

 

○ 学力試験 

Ａ．一般入試 

専門科目 
経済学・経済開発論，法学概論，国際法，政治学，国際関係論，教

育開発論，国際防災論のうちから１科目を選択。 

口頭試験 専門科目試験の結果，口頭試験受験を許可された者に対して行う。 

 

Ｂ．社会人特別入試 

小 論 文 国際協力に関する課題について論述。 

口頭試験 受験者全員に対して行う。 

 

（２）第Ⅱ期（冬期特別選抜） 

入学者の選抜は，第1次選考（書類審査）及び第2次選考（学力試験）の2段階選抜に

より行う。 

 

〇 第1次選考（書類審査） 

提出された出願書類による書類選考を行う。 

 

〇 第2次選考（学力試験） 

Ａ．一般入試 及び Ｂ．社会人特別入試 

口頭試験 受験者全員に対して行う。 

 

 

 

 

 

 



 

 

【変更前】  

（１）第Ⅰ期 

入学者の選抜は，学力試験及び提出された書類を総合して行う。 

 

○ 学力試験 

Ａ．一般入試 

外 国 語 
英語（辞書1冊の持ち込みを認める。ただし，電子辞書の持ち込み

は不可） 

免除申請を行い許可された者は受験できない。 

専門科目 
経済学・経済開発論，法学概論，国際法，政治学，国際関係論，

教育開発論，公衆衛生学，国際防災論のうちから１科目を選択。 

口頭試験 
外国語及び専門科目試験の結果，口頭試験受験を許可された者に

対して行う。 

 

 

Ｂ．社会人特別入試 

外 国 語 
英語（辞書1冊の持ち込みを認める。ただし，電子辞書の持ち込み

は不可） 

免除申請を行い許可された者は受験できない。 

小 論 文 国際協力に関する課題について論述。 

口頭試験 受験者全員に対して行う。 

 

 

（２）第Ⅱ期（冬期特別選抜） 

入学者の選抜は，第1次選考（書類審査）及び第2次選考（学力試験）の2段階選抜に

より行う。 

 

○ 第1次選考（書類審査） 

提出された出願書類による書類選考を行う。 

 

○ 第2次選考（学力試験） 

Ａ．一般入試 及び Ｂ．社会人特別入試 

外 国 語 
英語（辞書１冊の持ち込みを認める。ただし，電子辞書の持ち込

みは不可） 

免除申請を行い許可された者は受験できない。 

口頭試験 受験者全員に対して行う。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

●出願書類の変更 

出願時に日本語能力を証明する書類を有する者は提出する。※外国人留学生のみ 

 

【変更後】    

書類名 内容 備考 

TOEFL，

TOEIC又は

IELTSの公

式スコア

票の写し 

１. TOEFL・TOEIC・IELTS のいずれか一つについて，下

記に示す基準点以上のスコアを有することを証明する書

類を提出すること。 

TOEFL 

インターネット版（TOEFL-iBT）  79点 

※2026年1月以降の新形式スコアの場合は，旧スコ

ア換算値を含むスコアレポートを提出すること。 

TOEIC L&R 730点 

IELTSアカデミック・モジュール 6.0 

２．スコアは，記載された試験日が出願時から遡って2

年以内のものを有効とする。  

３．TOEFL-ITP及びTOEIC-IPのスコアを用いることはで

きない。 Home Editionも原則不可とする。 

- 

日本語能

力を証明

する書類 

（外国人留学生のみ）財団法人日本国際教育支援協会・

独立行政法人国際交流基金主催の日本語能力試験「合否

結果通知書」（成績の入ったもの）又は独立行政法人日

本学生支援機構主催の日本留学試験（日本語）の「成績

通知書」の写しを提出してください。 ただし，日本語

を教授言語とする大学又は大学院(いずれも通信制課程

を除く)を卒業又は卒業見込みの者は，提出は不要で

す。 

 

【変更前】   

書類名 内容 備考 

TOEFL，

TOEIC又は

IELTSの公

式スコア

票の写し 

１．TOEFL，TOEIC又はIELTSのスコアが基準点以上の者

は，スコアを証明する書類の提出をもって学力試験・

外国語（英語）の受験を免除する。 

 

基準点は次のとおり。 

TOEFL 

インターネット版（TOEFL-iBT）  79点 

ペーパー版（TOEFL-PBT） 550点 

TOEIC L&R 730点 

IELTSアカデミック・モジュール 6.0 

２．スコアは，記載された試験日が出願時から遡って5年

以内のものを有効とする。  

３．TOEFL-ITP及びTOEIC-IPのスコアを用いることはでき

ない。 Home Editionも原則不可とする。 

外国語試験

免除者のみ 

日本語能

力を証明

する書類 

なし  



 

 

２．前期課程 開発政策特別コース 

 

●入試実施方法の変更 

【Special Course For Development Policy in Master’s Course】 

(Changes in Admission Process and Interview) 

【前期課程（開発政策特別コース）】（出願書類および入試方法の変更） 
 

【After】  

Admission 

Process 

and Result 

（選抜方法 

及び結果） 

Admission decision will be made based on the application 

documents and the results of the interview.  Applicants who 

passed the document screening will be contacted with the date 

and time of the interview, which will be conducted online. 

On the date of the announcement of results, the results will 

be announced and an official letter will be available. No 

telephone inquiries will be accepted. 

 
（入学審査は、出願書類および面接の結果に基づいて行われます。面

接の日程と時間については、書類審査を通過した応募者に連絡されま

す。面接はオンラインで実施されます。合格発表日には、結果が発表

され、正式な通知書が閲覧可能になります。電話での問い合わせには

応じません。） 

 

【Before】   

Admission 

Process and 

Result 

（選抜方法 

及び結果） 

Admission decisions will be made based on the submitted 

application. On the date of the announcement of results, the 

results will be posted on the GSICS website and an official 

letter be sent. No telephone inquiries will be accepted. 

 

（提出された出願書類に基づいて入学審査が行われます。『合格発

表日』に、国際協力研究科のウェブサイト上で結果が発表され、正

式な通知書が送付されます。電話での問い合わせには応じませ

ん。） 
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